
 

 

(点検数) C,D A,B 健全 (点検数) C,D A,B 健全

全　体 2,402 438 280 1,684 6,717 1,181 752 4,784

学校施設 203 178 18 7 2,376 725 353 1,298

市営住宅 379 136 2 241 1,568 296 8 1,264

その他施設 1,820 124 260 1,436 2,773 160 391 2,222

施設数 棟数

令和 5年 8月 4日 

北九州市 市民の安全・安心を守る老朽化対策チーム 

 

報道機関各位 

 

「市有建築物の緊急安全点検」の結果（中間報告）について 

 

 今年４月より相次いだ公共施設の外壁コンクリート等の落下事故を受けて、

市有建築物の外壁一斉点検を実施した結果がまとまったため中間報告する 

もの。 

 

１ 点検の概要 

（１）実施期間  

   令和５年４月２５日～７月２０日 

（２）点検内容 

   専門業者や施設管理者による目視点検、打診点検 

２ 点検結果 

        

 

 

 

 

 

 

 

     

Ｃ又はＤに該当し､何らかの対策が必要な施設数は最大で約１８％(４３８施設) 

 

 

【お問い合わせ】 

（対策チームに関すること） 

市政変革推進室：宮野（課長）、神岡（係長）   ℡：093-582-2076 

（市営住宅・その他施設に関すること） 

建築都市局建築支援課：藤尾（課長）、原田（係長）℡：093－582-2876 

（学校施設に関すること） 

教育委員会施設課：江藤（課長）、松尾（係長）  ℡：093－582-2361 
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市民の安全・安心を守る老朽化対策チーム

市有建築物の緊急安全点検の結果（中間報告）
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※危険度：高所か低所、人の通る頻度等

※劣化度：状態の劣化具合

※緊急度：修繕の優先度

Ａ：補修範囲(小)⇒ 経過観察

低層階

短期使用

Ｂ：補修範囲(大)⇒

低層階

中長期使用

Ｃ：補修範囲(小)⇒

中長期使用

Ｄ：補修範囲(大) ⇒ 修繕

健全な建物

Ｄ

Ｃ Ｃー１

Ｃー２

Ｂー１

Ｂー２

B-1 人が立入らない場所等

B-2 計画的外壁改修時に

修繕実施

C-1 人が立入るが劣化

の程度が低い

C-2 叩き落とし、さび止め
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